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資金使途の変更に関するお知らせ 

 

当社は、本日の取締役会において、2023年11月13日付「第11回乃至第13回新株予約権（行使価額修正条項

付）の発行（コミット・イシュー・プログラム）、第14回及び第15回新株予約権（行使価額修正条項付）

の発行並びに定款の一部変更に関するお知らせ」及び2024年６月14日付「資金使途の変更に関するお知ら

せ」にて開示いたしました資金使途及び金額につきまして、以下のとおり一部変更することを決議いたし

ましたので、お知らせいたします。 

 

１．変更の理由 

2024年６月14日付「資金使途の変更に関するお知らせ」以降の株価推移及び現状の調達金額（本日時点

で1,841百万円）に鑑み、第11回乃至第15回新株予約権（以下「本新株予約権」といいます。）の想定調

達金額を7,839百万円程度と見込んでおります（変更前は3,365百万円）。なお、第11回新株予約権及び第

15回新株予約権は行使完了しております。 

 

当社の2025年3月期の売上高が2,549百万円(前年度比224.2％)と伸長していることも示すようにアサイ

ーの国内需要が大幅に増加しております。当社は本格的な国内市場の拡大を業績拡大のチャンスと捉え、

さらなる販売、商品拡充の強化を図っており、これに伴い今後潤沢な原料の仕入れが不可欠となっており

ます。大手企業とのコラボなどによりアサイーの国内需要増に伴い原料の必要量が増加していることに加

え、原料の仕入単価が上昇していること、また、輸入元であるCAMTA（ブラジル連邦共和国パラー州のト

メアス総合農業協同組合）に十分な在庫を確保してもらうためには、先立つCAMTAから生産者への支払い

が増加するため、CAMTAに対して当社の年間の仕入予定額のうち一定額を前金で支払うことが必要となる

ことから、アサイー原材料の仕入資金の増加が見込まれます。 

また、当社は、アサイー以外のアマゾンフルーツについても販売を強化してまいります。例として、ア

マゾン産のピタヤ（レッドドラゴンフルーツ）にザクロをブレンドした『ピタヤスムージー』を2025年3

月下旬より全国の小売店、量販店にて順次発売を開始しております。ピタヤの世界市場規模は2023年時点

で約43億米ドルと評価されており、約5.0％の年平均成長率で成長し、2032年までに約66億米ドルに達す

ると予測されています。世界のピタヤ市場には健康志向の消費者、特に世界のピタヤ消費者の60％を締め

るミレニアル世代とZ世代の間で需要が前例のないほど高まっているとされています。（注１） 

また、ピタヤ以外のアマゾンフルーツについてもアサイーボウルと掛け合わせて使用する提案により販

売を強化することを検討しております。大手飲食店においてもアサイー×グアバの商品が販売されるなど、

今後拡大が見込まれます。 

以上のとおり、アサイー及びその他のアマゾンフルーツの原材料の仕入れ強化のため、原材料調達費用

を6,689百万円に増額いたしました（変更前は1,443百万円）。 

（注１）「ピタヤ市場－2032年までの業界のダイナミクス、市場規模、および機会予測」Astute 

Analytica 

 

また、当社は、高騰するカカオ豆の仕入れを強化する予定であり、カカオ豆の仕入費用として400百万

円を充当する予定です。2025年11月にはブラジルパラー州ベレンでCOP30の開催が控えており、テーマの

一つとしてアグロフォレストリーが挙げられております。当社のカカオ豆はトメアス式アグロフォレスト

リーによって栽培され、「気候変動対策の強化と、アマゾン熱帯雨林の保護や持続可能な発展」という

COP30の主テーマに沿った原材料です。サステナブルマッチングプラットフォームの計画との関連性も高

く、重点原材料として位置づけ、強化を行います。  



 

当社は現在、本格的な国内市場の拡大に伴う業績拡大を図っており、原材料の仕入れ強化を優先する必

要があるほか、業績拡大を支える人材及び人件費の確保が必要となっていることから、調達資金を優先的

にこれらに充当し、生産拠点及び生産設備並びに倉庫確保の費用（変更前900百万円）及び出店費用（変

更前422百万円）については削除し、上記のとおり原材料調達費用を増額するほか、人材確保・人件費に

100百万円を充当する予定です。なお、Oakberryブランドのテスト店舗の出店につきましては、店舗の立

地条件等についてOakberryとの間で合意に至っておりません。日本を含むアジア市場において300店舗の

出店を行う目標（2031年3月期）は維持しており、その資金については、手元資金の状況に応じ、自己資

金又は借入その他の調達等により賄う予定です。 

 

また、アサイーの普及活動及びプロモーション費用（変更前250百万円）は、アサイー及びアマゾンフ

ルーツの普及活動、プロモーション及びマーケティング活動費用（300百万円）に変更いたします。 

  

また、サステナブルマッチングプラットフォーム構築関連費用については、プラットフォームの構築及

び維持費用（変更前200百万円）について、開発費用の増加を見込んでいることから、250百万円を充当す

る予定です。他方、サステナブルマッチングプラットフォームのプロモーション活動費用（変更前150百

万円）への充当は100百万円とする予定です。 

 

当社は、本新株予約権の調達資金（本日時点で1,841 百万円）のうち536百万円をアサイーの原材料調

達費用、プラットフォーム開発に10百万円に充当しております。 

 

２．変更の内容 

 （変更箇所は、下線を付して表示しております。） 

 

【変更前】 

具体的な使途 金額（百万円） 支出予定時期 

① アサイーの事業展開関連費用 3,015百万円 
2024年６月～ 

2031年３月 

② サステナブルマッチングプラットフォーム構築

関連費用 
350百万円 

2024年６月～ 

2031年３月 

合 計 3,365百万円  

 

【変更後】 

具体的な使途 金額（百万円） 支出予定時期 

① アサイーの事業展開関連費用 7,489百万円 
2024年６月～ 

2031年３月 

② サステナブルマッチングプラットフォーム構築

関連費用 
350百万円 

2024年６月～ 

2031年３月 

合 計 7,839百万円  

 

３．今後の見通し 

資金使途の変更による2026年3月期の業績への影響は軽微であると見込んでおりますが、今後、開示す

べき事項が発生した場合には、速やかに開示いたします。 

 

 

以 上 


